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　私が在宅酸素療法をするようになって
から、約３年が経ちます。
３年前までは仕事をし、趣味の旅行や登
山に行ったり、ハイキングに行くなど活
動的に過ごしていました。その年も11月
に能登半島に旅行に出かけました。その
後、急に息苦しさを感じるようになり、町
の医院を受診したところ、館林厚生病院
を紹介され即入院。低酸素（肺高血圧
症）と診断され、クリスマスイブに酸素を
付けて退院することになりました。それ
までは、息苦しさを感じたことはなく、健
康そのものだったのでショックでした。
　酸素を吸入し始めた頃は、周りの目が
気になってしまい、仕事中は酸素をせ
ず、休憩を入れ、呼吸を整えながら仕事
をこなし、自宅に帰ると酸素吸入してい
ました。無理をしていたので、何度も入
退院を繰り返していました。先生から「無
理をすると心臓にも負担がかかる」と言
われたので、今年の5月に仕事を辞め、
今では欠かさず酸素吸入をしています。
家の中では、どこにでも酸素が吸えるよ
うにホースを長くしてもらい、主人に隙
間ができないように、障子に隙間テープ

を貼ってもらうなどして、日本一暑い館
林ですが、この夏も無事に過ごすことが
できました。
　別棟に娘夫婦家族が暮らしているの
ですが、退職後は保育園から帰った孫が
毎日遊びに来てくれるようになりました。
お風呂掃除など家事の手伝いもしてくれ
ます。今では状態も落ち着き、自由な時
間が増えて、友達とのランチや映画を楽
しんだり、また旅行にも行けるようになり
ました。今年は、埼玉県の羊山に芝桜を
見に行ったり、富士山、草津（湯畑）白根
などにも旅行に行ってきました。今月も、
友達と横浜へ観光へ行く予定です。
　活動範囲が狭くなりがちですが、体に
負担をかけないように長時間活動する
のではなく、”休憩を取りながら”を心が
けています。 これからも、先生の指導の

もと上手に酸
素と付き合っ
ていこうと思い
ます。
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草津温泉湯畑にて　お孫さんと 家族からのおくりもの

わかりにくいですが、
ラップを何層も重ね、
奥行きがあるんです。

家族で富士五湖へ



「しだれ栗の古木にツツジの花」　油

　富士山をバックに静岡県富士宮市の
朝霧高原でいろいろなハングライダー
が上昇気流に乗って気持ちよさそうに
空中散歩を楽しんで飛んでいます。

　長野県辰野町のしだれ栗自生地の栗
の古木にツツジの花が咲いている。し
だれ栗の古木が十数本あり、素晴らし
い芸術の風景です

HOT歴1年目

「富士山とハングライダー」
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オーバー
　　ホール室
　

㈱マルホン在宅医療部
　　　　　　オーバーホール室
業務開始：平成２２年１１月から
処理台数：約１０台/月
業務主任：白鳥正勝
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　皆さんがお使いになっている酸素濃
縮器は、性能を保つために一定時間ごと
に保守作業が必要になります。この作業
を”オーバーホール”と言います。作業内
容は内部の消耗部品を交換し、再度組み
上げ、性能確認をする、というものです。
　これまでマルホンでは全部をメー
カーに送っていたのですが、一昨年から
自社の一室を改造し、マルホン社内でこ
の作業ができるようになりました（現在テ
ルモ(株)製濃縮器の一部のみ実施）。
　これにより、故障修理もできるように
なり、社員が機器の構造に詳しくなった
ため、患者さまからの問い合わせなどに
対しても、いままでより１ランク上の対応
ができるようになりました。

　単に機器を扱うのではなく、「機器の向
こうに患者さまがいる」ことを常に意識し
て、これからも安心してお使いいただける
よう濃縮器を整備してまいります。

縁の下の力持ちＨＯＴの
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酸素が通る部品は全部交換します
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藤生 武男さん(78)の作品前 橋 市
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